
■建塾の日　1993年４月９日
■開塾の日　1993年５月28日
　　入塾式　毎　年４月９日
　　卒塾式　毎　年３月13日（島マス生誕の日）
■所 在 地　〒904-0003　沖縄市住吉1-14-29
　　　　　　沖縄市社会福祉センター
　　　　　　TEL 098-937-3385  FAX 098-937-3422
　　　　　　E-mail masu@okicityshakyo.com
■卒塾生数　360名（男176名、女184名・第20期卒まで）

2014年度　第22期

設置主体　沖縄市社会福祉協議会
運営主体　島 マ ス 記 念 塾 塾 務 会
沖縄市住吉1-14-29　　098-937-3385
E-mail masu@okicityshakyo.com
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　 3/201/15～
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肝清

島マス記念塾 検索

講義の様子がわかる「マス塾新報」は事務局にて配布しています。



建塾の趣意

　21世紀まで秒読みという時期を迎えて今、社会福祉は大きく変わろうとしている。

　すなわち、地域住民と密着した地方自治主導型の方向に沿って、社会福祉関係法が改

正され、とりわけ老人ホーム等への入所措置権の町村移譲により、在宅福祉と施設福祉

を市町村において総合的に実施する体制が新たに構築されることになった。さらに老人

保健・福祉の総合的展開を図るために、市町村では、目下老人保健福祉計画の策定に取

り組んでいるところである。

　平成 5 年はまさにこれらの施策が実施に移される極めて重要な年であり、このなりゆ

き如何は地域住民の福祉に直接かかわるだけに公私の関係者の協働で住民の意識の啓発、

高揚並びに住民自らが実践し、活動することができる各種の事業を積極的に展開するこ

とが強く求められている。

　このときにあたり、私たちは地域を知り、地域を愛し、地域を訪れる人材を創出する

ことを目的とし、戦後沖縄の社会福祉の歴史を象徴する故・島マスを顕彰する記念塾を

設立を決意した。

　島マスは戦後沖縄の抱える複雑な社会問題に果敢に取り組み、地域福祉活動の礎を築

き、多くの人々にはかり知れない影響を与えた人である。私たちは、島マスの福祉哲学

を踏襲するなかで県内外の一流の講師陣から社会全般にわたる知識並びに理念を習得し

た塾生を輩出することにより、平和・福祉・文化を基調とする、人と人とが支え合う福

祉社会の形成に寄与することを確信するものである。

　よって、ここに「島マス記念塾」の設立を発起する次第である。

平成5年4月9日



島マス記念塾に入塾しての感想

島マスに入ってすぐの頃
に、夏季キャンプをした
おかげでみんなとすぐに
仲良くなれて良かった。
講義も面白くて、ために
なっています。マス塾に
は大大満足です。

講義は講師の先生方が多
彩な顔ぶれで本当に楽し
いです。勉強になること
も多く参加して大満足で
す。20期生については、
皆さま活動的で、先輩方
にも誇れる頼もしい仲間
が集い、島マス記念塾史
に名が残るのではないか
と思っています。

１年間楽しんで、塾生の皆と協力し合いながら
学びたいと思います。講義は為になります。普
段聞けない話や、身近な事で当たり前に考えて
いた事を、違う視点で考えさせられたり、自分
の身に降りかかった場合の事を想定したり・・・
これからも講義が楽しみです。

講義の内容にはとても満
足しています。合宿やフ
ィールドワークも楽しい
経験ができました。時間
が経つのがあっという間
なので、どんどんいろん
な事を企画して楽しんだ
方がいいなと思いました。
　　　

今まで、世間知らず、沖
縄知らずの私でしたが、
マス塾に入塾してから、
これまで目をそむけてい
た、あるいは自分の中に
なかった概念に触れるこ
とができました。私の人
生の中でものすごい進歩
だと思います。

福祉って、生真面目なイ
メージでしたが、マス塾
でそうじゃぁないんだ、
こんなぁ人たちもいるん
だと、ちょっとびっくり、
こんなぁって、どんなぁ？
と思うはずですが、百聞
は一見にしかずという言
葉もあります。経験して
みてください。きっと面
白いはずです。素晴らしい講師！受講生

の緊張感！！素晴らし
い！！！多種多様ないろ
いろな講義があり、自分
自身体験していない分野
やジャンルもあり、講師
との質疑応答などで質問
すら考えきれないほど頭
がいっぱいになったり、
もやもやしたりするので
すが、刺激になっていい
感じ！大人になって、こ
のような体験ってあまり
ない！と思います。

島マスに入塾して感じた
ことは、「自分の興味や
関心の幅を自分で決めて
はいけない」ということ
です。興味のないジャン
ルの講義でも、受けてみ
ると面白かったり、いま
まで触れる機会のなかっ
た分野の先生のお話を聞
ける環境は、多方面から
の視点で物事を捉えられ
てとても新鮮です。

塾生や事務局の貪欲に日々を楽しんでいる姿に感銘をうけ
ました。私にとって、新しいチャレンジは、出来上がって
しまった日常の歯車を狂わすことなので、少し腰がひけて
しまいがちです。でも、いったん身を乗り出してみると、
すごく楽しいもので、いままでいちいち頭でストップして
いたことがもったいないと感じました。少し前のめりに、
行動を起こす。そういう姿勢になっていけるよう、今後も
多くのことを島マス塾から学んでいきたいです。

大満足。己のアンテナが
働いていると興味ある事
柄は自ずと私の前にやっ
てくる。それ故に興味の
ある講演会などへは自ら
参加している。しかし、
塾では興味の有る無しに
関わらず講義が組まれて
いるので、必然的に受講
することになる。それが
面白いですね。自分で選
んでない内容の毎回の講
義が楽しいです。

塾生の様々な意見やアイディアを自らキャッチす
るか否かは己の行動力。島マス記念塾に参加して
来ただけあり、殆どの塾生が積極性に優れている
と思う。労力を惜しまず力を貸してくれる仲間が
大好きです。ありがとうみんな！

「飲みにケーション」
がサイコーです。講義
に対する話あり～の雑
談あり～の、講義の中
でも飲みにケーション
でも、異なる職種や性
格から出た意見は様々
でとても楽しいです。



島 マ ス 記 念 塾
2014年度塾生（第22期生）募集要項

■募 集 人 員　　おおむね25名
■受 講 期 間　　１年間(2014年４月９日入塾式～2015年３月13日卒塾式)
■募 集 期 間　　2014年１月15日～2015年３月20日
■応 募 要 領　　入塾願書（所定のもの）１通を申し込み時に提出する。
　　　　　　　　※原則として、本人が記入すること。なお、願書は返却しません。
■入 塾 資 格　　当塾の趣旨に賛同する者で、以下の要件を満たす者。
　　　　　　　　　①年齢満20歳以上45歳以下の者。
　　　　　　　　　②沖縄市に住んでいる者。もしくは沖縄市で就労している者。
　　　　　　　　　③特別枠として、沖縄市外の者を若干名募集する。
■受　講　料　　年間25,000円
　　　　　　　　※原則として、全額を前納とします。ただし特別な事情に限り、初回分・10月
　　　　　　　　　期と2期に分けて納めることも可能とします。
　　　　　　　　　①受講料(全額もしくは分割による初回分)は、オリエンテーション（4月3日）
　　　　　　　　　　に納付となります。
　　　　　　　　　②他に、特別講義等で実費負担する場合があります。
　　　　　　　　　③いったん収めた受講料は、返金しません。
■入塾説明会　　入塾について詳しく知りたい方は、次の入塾説明会に参加してください。
　　　　　　　　　と　き　2014年3月6日（木） 午後7時30分～8時30分
　　　　　　　　　ところ　沖縄市社会福祉センター2階会議室①

■講 義 内 容　　

■入 塾 選 考　　応募者多数の場合、提出書類を元に書類選考を行います。また、必要に応じて
　　　　　　　　問い合わせや面接をすることもあります。
■選 考 結 果　　選考結果は3月28日までに電話・メールもしくは文書でもって通知します。
　　　　　　　　※原則として、合否の問い合わせには応じられません。
■体 験 入 塾 　  将来、入塾を希望される方を対象に一日体験入塾を実施しています。「体験」は
　　　　　　　　無料です。詳細は下記のホームページか直接事務局までお問い合わせください。
■問 合 せ 先　　〒904-2171  沖縄市住吉1-14-29　TEL 098-937-3385  FAX 098-937-3422
    　　　　　　　E-mail  masu@okicityshakyo.com  
　　　　　　　　沖縄市社会福祉センター内
　　　　　　　　社会福祉法人 沖縄市社会福祉協議会「島マス記念塾」事務局まで
■注 意 事 項　　①応募書類に不備や記入漏れがあるときは、応募を受け付けません。
　　　　　　　　②出願書類の記載事項に不正があった場合は、入塾を取り消す場合があります。
※詳しい内容はホームページをご覧下さい。（「島マス記念塾」で検索できます。）

塾は毎月2回（原則として隔週の木曜日、19:00～21:50）・1日2コマ（年間約50コ
マ）行います。基本的なスタイルは一般講義形式とフリーディスカッション形
式です。他に①キャンプセミナー（夏季と秋季）、②各種グループ･ツアー（フ
ィールドワークⅠ～Ⅲ）を開催します。また特別講義もありますが、出席には
含まれません。〔講義リスト〕①総論【島マス論】、②社会福祉、③産業･経済、
④文化、⑤歴史、⑥コミュニティビジネス、⑦地域づくり、⑧物づくり、⑨そ
の他（キャンプセミナー、グループツアーなど）



宮城　弘岩
みや  ぎ　　  ひろ いわ

テーマ
植物工場とＴＰＰと
沖縄経済

①1940年3月31日②南風原町
③那覇市古波蔵④沖縄県農
業企業化協同組合代表、沖
縄アジア経済研究所代表⑤
「沖縄発本土行き」を提唱
し、非価格競争のあるビジ
ネスづくりを信条とする。
⑥著書に「琉球の経済史、
過去・現在・未来」、「沖縄
TPPで世界へ」10冊目。他、
沖縄振興に関する論文多数。

木村　達郎
き むら     たつろうまつもと    つよし

テーマ
琉球ゴールデン
キングスの軌跡

松元　剛
テーマ
沖縄の実像を伝える発信力
－基地問題の深層と命の重さの二重基準－

①1973 年②東京都③那覇
市④沖縄バスケットボール株
式会社代表取締役社長兼
GM⑥琉球ゴールデンキング
スは「沖縄をもっと元気に」
を合言葉に、スポーツの潜
在的可能性を最大限に引き
出し、より良い社会の形成
に貢献することを理念に活
動中。

①1965年②那覇市③那覇
市④琉球新報社編集局次
長兼報道本部長、論説委
員⑥基地問題がライフワー
ク。雑誌「世界」でコラム「沖
縄（しま）という窓」を隔月連
載。共著に、「沖縄自立への
道を求め」「観光コースでな
い沖縄 」など。島マス記念
塾４期卒。島袋十史樹

テーマ
目からウロコのコーチング
～タイプに合わせたコミュニケーションの手法～

①1967年6月17日②那
覇市③那覇市首里④プ
ラスコミュニケーショ
ンズ代表⑥コーチング
による業務改善、企業
風土の改革、各種トレ
ーニングや個人の目標
達 成 支 援 を 行 っ て い
る。 高田　勝

たかだ　  まさる

テーマ
琉球弧の在来家畜と
ソーシャルキャピタル

①1960年②東京都③今帰
仁村④（財）沖縄こども未来
ゾーン運営財団施設長・専
務理事⑤信条は「ヒヤミカ
チ　ウキリ」⑥「鶏と人」（共
著）、鳥学大全」（共著）、
国際地理学会日本養豚学
会、人と動物の関係学会な
ど発表。研究テーマは、生き
もの文化誌、人と動物の関
係。

前川　守賢
まえかわ　　 しゅ けん

テーマ
暮らしの中に島言葉
－琉球いろは歌－

①1960年1月28日②コザ市
③沖縄市大里④民謡歌手、
作詞･作曲家、役者、司会
者、元ちゃん芸能オフィス
主宰⑥ラジオ・テレビ・CM
等多数出演。代表曲に「か
なさんどう」「遊び庭」な
ど多数。在宅寝たきり高齢
者への慰問などボランティ
ア活動にも取り組み2010年
第32回琉球新報活動賞（社
会活動）を受賞。

名嘉　隆一
  な　か　    りゅういち

テーマ
島マスの人生と福祉
－その精神を継承する
                     島マス記念塾－

①1937年3月21日②北大
東村③沖縄市字宮里④
社会福祉法人 基督教児
童福祉会愛隣園理事長⑥
編著に「27度線の南から　
沖縄キリスト者の証言」、教
会形成の模索・戦後の沖
縄における教会の歩と回顧
～苦難の中での平和の願
い～ 
教会はどこに立つのか～基
地の街の協会の歩みを通
して

20142014

テーマ
人づくりの種をまく～文化で拓く、人と地域と
未来のはなし（南島詩人的 島哲学論）

①1968年11月7日②竹
富 町 小 浜 島 ③ 読 谷 村
座喜味④(公財)沖縄県
文 化 振 興 会 ⑤ 感 動 立
県！おきなわ 宣 言 ⑥ 著
書に「キムタカ！舞 台が
元気を運んでくる！」、詩
集「 南 島 詩 人 」「 現 代
版 組 踊 肝 高 の 阿 麻 和
利」演出公演。池間　哲郎

いけ  ま　　　てつ ろう

テーマ
懸命に生きる人々
-日本人こそ学んで欲しい-

嶋　津与志
しま　　  つ　よ　し

本名：大城将保①1939
年10月18日②玉城村③
南城市玉城百名④NPO
沖縄県芸術文化振興協
会理事長⑥著書に「沖
縄戦の真実と歪曲」、「琉
球王国衰亡史」映画シナ
リオに「月桃の花」、「戦場
の童」脚本に沖縄市民ミ
ュージカル「コザ物語」、
「肝高の阿麻和利」他。テーマ

市民ミュージカル
「コザ物語」の時代背景

立川　志ぃさー
たてかわ　　　し

テーマ
沖縄を物語る

①1961年②コザ市（現
沖縄市）⑥うちなー噺家とし
て、一人ゆんたく芝居「うち
なー妄想見聞録」「南島
妄想見聞録」「異聞ボード
事件」など、沖縄県内・県
外公演を中心に、各地で
の芝居公演の他、テレビ・
ラジオ・CM・ドラマでも活躍
中。島マス記念塾6期卒。

①生まれ年②出身地③現住所④所属機関

・団体名、役職名⑤座右の銘・信条など

⑥その他（著作物・論文・研究テーマなど）

平田健太郎
ひら た　けん た   ろう

テーマ
島マスの福祉哲学と
コザ社会

本名：富永健①1953年8
月30日②久米島③沖縄
市安慶田④沖縄市役所
企画部参事、小説家⑤
信条「色即是空　空即
是色」⑥著作物「ホメロ
スの歌」「墓の住人」、
他。

仲村小夜子
なかむら  さ　よ　こ

テーマ
障害と生活の質
- 豊かな暮らしを求めて-

①1950年代②宮古島市
平良③北谷町④沖縄大
学、琉球リハビリテーシ
ョン学院等非常勤講師
⑥「＞、＝。＜」をキ
ーワードに、「生活の
質の保障・向上」を研
究中です。島マス記念
塾３期卒。

金城　盛順
きんじょう  　  せいじゅん

テーマ
沖縄での物づくり

①1946年②那覇市③うる
ま市④沖縄県金型技術
研究センター長、財団法人
もの作りネットワークおきな
わ理事長⑥金型理術論
文多数あり、県内外各地
で公演活動を行っている。

屋比久　功
や　び　く　　    いさお

テーマ
ディベート入門
-スリリングな世界へあなたを誘う-

竹藤　　登
たけ ふじ　  　　　のぼる

テーマ
成年後見制度＝地域で
安心して暮らせるため
のシステム＝

①1955年②大阪府③宜
野湾市我如古④琉球リ
ハビリテーション学院教
務部長、一般社団法人
沖縄県社会福祉士会会
長⑥成年後見活動を実
践しつつ、福祉人材育
成を頑張っています。

恩   河　 尚
おん　　が　　　たかし

テーマ
首里城と東アジア
社会

①1953年9月17日②沖縄
市③北中城村喜舎場④
沖縄市役所総務部次長
兼市史編集担当主幹⑥
研究「＜コザ＞の時代
を考える」など多数。

秋季キャンプセミナー「プロジェクト アドベンチャー体験」秋季キャンプセミナー「プロジェクト アドベンチャー体験」

〈19期生〉

卒塾式〈18期〉

○○○○〈○○○○〉

講義風景〈17期生〉

平田　大一
ひら　た　　　だいいち

①1958年10月18日②沖
縄市③沖縄市照屋④沖
縄市役所こどものまち
推進部長⑥沖縄県地域
作りアドバイザーとし
ての経験を活かし、沖
縄の風土に根差したオ
キナワディベート道を
探求中。

親川　修
おやかわ　　おさむ

テーマ
沖縄の福祉ビジネス
と観光産業

①1963年７月13日②沖縄市③
那覇市④ＮＰＯ法人バリアフリー
ネットワーク代表、那覇空港しょう
がい者こうれい者観光案内セン
ター代表、沖縄県児童デイサー
ビス連絡協議会会長⑤「福祉
業界にいなかったからこそ出来
たバリアフリー（ＢＦ）とユニバーサ
ルデザイン（ＵＤ）」「難しく考えず
に、すべて気づきから始まるＢＦ
とＵＤを沖縄から発信中。⑥障害
者や高齢者に特化した観光冊
子「そらくる沖縄」を毎年発行。

①1954年3月13日②沖縄県
③東京都大田区④一般社団
法人アジア支援機構代表理
事⑤「最も大切なボランティ
アは、自分自身が一生懸命生
きること」が信条。⑥著書に
「あなたの夢はなんですか　私
の夢は大人になるまで生きるこ
と」、「アジアの子供たちに学
ぶ」、写真集に「モンゴル風と
泪」、DVD「懸命に生きる子ど
もたち」など多数。 フィールドワークⅢ「首里城探訪ツアー」〈 21期生 〉フィールドワークⅢ「首里城探訪ツアー」〈 21期生 〉

ディベートvol.49〈20期生〉講義風景〈21期生〉講義風景〈21期生〉

しまぶくろ　と　し 　き

フィールドワークⅢ「首里城探訪ツアー」〈19期生〉フィールドワークⅢ「首里城探訪ツアー」〈19期生〉

通常講義〈21期生〉通常講義〈21期生〉







目からウロコのコーチング体験

PA（プロジェクトアドベンチャー）実践

日　付

日　付 講　師　名テ ー マ

備　考

日　付

ツアーガイダンス

コーチ等

6/7（土）

8/2（土）

10/25（土）

（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）

（木）

4/24
5/22
6/19
7/3

7/17
8/21
9/4

9/18
10/2

10/16
11/6
12/4

12/18
1/8

1/22
2/5

2/12
3/5

5/10（土）
～5/11（日）

11/22（土）
～11/23（日）

親　川　善　一

伊　敷　勝 美

恩　河　　尚

  －

1コマ

1コマ

平　田　健太郎
立　川　志ぃさー
嶋　　　津与志
平　田　大　一
仲　村　小夜子
竹　藤　　登
親　川　　修
金　城　盛　順
高　田　　勝
恩　河　　尚
屋比久　　功
木　村　達　郎
前　川　守　賢
松　元　　剛
池　間　哲　郎
宮　城　弘　岩
名　嘉　隆　一

島袋  十史樹

Ⅰ PAファシリテーター
Ⅱ 東村内

（ムーンビーチ泊）

（つつじエコパーク泊）

塾生会活動など［塾生⇔塾生/塾生⇔事務局］
主として講師による講演［講師→塾生］

（講義に関する）フリーディスカッション･質疑応答など［講師⇔塾生］

入塾式・・・2014年4月9日（水）　卒塾式・・・2015年3月13日（金）

※カリキュラムは講師の都合により変更される場合もあります。この場合講師間の移動となり、日程の変更はありません。

※特別講義は出席には含まれません。

慶佐次川マングローブでのカヌー体験 ・

・

交 　 流 　 会

交 　 流 　 会

（塾生・卒塾生・塾務会委員）

（塾生・卒塾生・塾務会委員）
タイプに合わせたコミュニケーション法

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

コーディネーター

コミュニティビジネス視察ツアー

沖縄市の戦跡見学研修ツアー

首里城及び周辺歴史探訪ツアー

地域づくりの実践事例紹介及び視察など

倉敷陣地壕、奉安殿・忠魂碑など

首里城、金城町石畳道、玉陵、識名園など

10時出発

①知人・友人　②卒塾生（　　　　　　　　　さんの紹介）
③インターネット　④パンフレットを見て（どこで見ましたか？　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤会社関係　　⑥新聞記事
⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

フリガナ
男
・
女

氏　名

住　所

E-mail

勤務先

職　名

職　歴 年　　　　　　月

所在地

趣　味 特　技

自己ＰＲ

血液型

志望の動機

塾を何で

知りましたか

島マスの福祉哲学とコザ社会
沖縄を物語る
市民ミュージカル「コザ物語」の時代背景
人づくりの種をまく～文化で拓く、人と地域と未来のはなし（南島詩人的島哲学論）
障害と生活の質＝豊かな暮らしを求めて＝
成年後見制度＝地域で安心して暮らせるためのシステム＝
沖縄の福祉ビジネスと観光産業
沖縄での物づくり
琉球弧の在来家畜とソーシャルキャピタル
首里城と東アジア社会
ディベート入門＝スリリングな世界へあなたを誘う＝
琉球ゴールデンキングスの奇跡
暮らしの中に島言葉＝琉球いろは歌＝
沖縄の実像を伝える発信力＝基地問題の深層と命の重さの二重基準＝
懸命に生きる人々＝日本人こそ学んで欲しい＝
植物工場とTPPと沖縄経済
島マスの人生と福祉　＝その精神を継承する島マス記念塾＝
実践・ディベート vol.51 大　田　義　浩

※在塾中の通信手段として、携帯電話やE-mailなどが必要となってきます。なるべくすべての空欄を埋めてください。
※この願書は、コピーして使用してもかまいません。

①応募書類に不備や記入漏れがあるときは、応募を受け付けません。また、別紙は認めません。
②出願書類に記載事項に不正があった場合は、入塾を取り消します。
③これら提出書類等で知り得た個人情報は、当沖縄市社会福祉協議会が定める個人情報保護に関する方針（プライバシ
　ーポリシー）にのっとり、目的の範囲外で使用されることはありません。

■注意事項

□パソコン

□携　 帯　

※お知らせはメールで通知する場合があります。

昭和・平成　　　年　　　月　　　日生

満　　　　　　際

携帯電話　　　　　-　　　　　-

自宅電話　　　　　-　　　　　-　　　　

〒

島マス記念塾　2014年度（第22期）

入 塾 願 書

※受付番号

2014年度　島マス記念塾　講義課程表

19:00～19:30

19:30～21:00

21:10～21:50

【特別講義】
日　付 テ ー マ 講　師　名

7/31（木） 北　村　京　子家族が語る＝島マスの人物像＝

〒　　　-

電　話　　　　　-　　　　　-



■建塾の日　1993年４月９日
■開塾の日　1993年５月28日
　　入塾式　毎　年４月９日
　　卒塾式　毎　年３月13日（島マス生誕の日）
■所 在 地　〒904-0003　沖縄市住吉1-14-29
　　　　　　沖縄市社会福祉センター
　　　　　　TEL 098-937-3385  FAX 098-937-3422
　　　　　　E-mail masu@okicityshakyo.com
■卒塾生数　360名（男176名、女184名・第20期卒まで）

2014年度　第22期

設置主体　沖縄市社会福祉協議会
運営主体　島 マ ス 記 念 塾 塾 務 会
沖縄市住吉1-14-29　　098-937-3385
E-mail masu@okicityshakyo.com

1/15～
　 3/201/15～
　 3/20

肝清

島マス記念塾 検索

講義の様子がわかる「マス塾新報」は事務局にて配布しています。


